
国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和7年度第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会

肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹 2025 0718

研修会事務局からのお知らせ
①新事業担当者紹介
②本日の予定とアンケートのお願い（出席確認）
③今後の肝炎情報センター主催会議予定
④拠点病院間連絡協議会・研修会参加状況・担当者名簿
⑤事業/事務担当者へ改めてのお願い
相談支援システム管理/活用・HP改定
戦略的強化事業費について
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①新規事業担当者紹介/ご挨拶（会場参加7施設より）

秋田大学医学部附属病院 肝疾患相談センター・特任講師  佐藤  亘  先生（前任 後藤先生）

福島県立医科大学附属病院 消化器内科  部長 阿部 和道 先生（前任 大平先生）

虎の門病院 肝疾患相談センター長   瀬崎 ひとみ 先生（前任 芥田先生）

信州大学医学部附属病院 肝疾患診療相談センター長   木村 岳史 先生（前任 梅村先生）

藤田医科大学病院 消化器内科学 教授   葛谷  貞二 先生 （前任 川部先生）

神戸大学医学部附属病院 大学院医学研究科・准教授      多田  俊史 先生 （前任 矢野先生）

徳島大学病院  消化器内科 教授 髙山 哲治 先生（前任 島田先生）



②a本日の予定→15分間の休憩後  厚生労働科学研究費 肝炎等克服政策研究事業
14時35分から 終了15時3５分迄

→急性肝炎に関する多施設対象
アンケート調査（拠点病院協力)

→ Information and 
Communication Technology 
(ICT)による肝炎診療(受診状況・遠隔)

肝炎室5名 発表者４名 情報C3名
田中純子先生1 椅子へ

13椅子の横も可能 2列目は前かがみ



②b-1 アンケート(9題+自由記載)回答のお願い
出席確認を兼ねていますので必ず返信をお願いします

①下記のURLまたはQRコードを
利用してスマートフォンからでも可能

PWの聞き逃しに注意を現地参加者もお忘れなく！

②Web参加者はzoom退出後
下記メッセージが表示
→続行ボタンから回答を

PW：英数字8文字

③top画面とPW入力

R5年度第1回から変更しています：
PWはこれまで数字4文字でしたが、
会議中にPW入力する事象 数件有

（未視聴内容を回答）
↓

会議後に回答を
英大文字・数字のコンビを４か所表示

④PWが正解なら個人情報画面
→質問に回答

https://www15.webcas.net/form/pu
b/ncgm_sys/kanen_202507



 ②b-2  9問選択式、発表者への質問は匿名です
＋最終画面(右上)⇒回答登録確認mail(右下）を確認ください

↓ アンケート最終画面(確認要2)

↓登録後にThanks mailが届きます(確認要3)

迷惑mail boxに分類？・mail アドレスの間違いは?（キャッシュ残存）
再回答する前に上記を確認＋アンケート回収事務局に連絡を

←アンケート回収事務局アドレス 情報センターと異なります

参考になった・少し参考になった・どちらともいえない
・参考にならなかった

↓

R5年度からシンプルに2択へ

↑ 講演者に質問がある場合、参考にならなかったと
回答した場合は自由にご追記ください

（匿名で講演者に共有します）

↓ アンケート登録内容確認ページ



⚫ 令和7年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒第2回2026年2月6日(金) （東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA）

Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

 研修会：アンケート希望からテーマ1題(CH～HCC：黒崎先生＋令和7年度ブロック会議共有）

⚫ 令和8年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒第1回2026年7月10日or24日(金) （東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA）

Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

 研修会：アンケート希望からテーマ1題(CH～HCC：黒崎先生 ＋令和7年度ブロック会議共有）

⚫ 令和7年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会→テーマは来週、昨年参加者にアンケート後

⇒2026年2月28日(土) PM（場所: AP新橋）

⚫ 令和7年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議

  ⇒2025年9月29日(月)～10月23日(木) （場所: ６か所次頁）

③a-1 今後の肝炎情報センター主催会議予定
→schedule確保・参加者の選定と施設内共有→会場140名（施設2名）まで入場可
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③b-1 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議のお願い
→参加募集・総合討論テーマは7/25配信予定～(8/29締）

令和７年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議議事 

会議時間：各会場３時間 30 分 

１．開 会 

 

２．議 事 

（１）厚生労働省肝炎対策推進室からの説明 30 分 

 肝炎対策の現状と今後について等 

 

（２）政策研究の進歩報告 15 分 

「指標等を活用した地域の実情に応じた肝炎対策均てん化の促進に資する研

究」の進捗報告 

肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

 

（３）肝炎情報センターからの発表 40 分 

➢ 肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

➢ 広島大学 大学院医歯薬保健学研究院 疫学・疾病制御学 教授 

     肝炎・免疫研究センター長補佐  田中 純子 

➢ 事務局からのお知らせ（来年度予定・アンケート・事例発表・総合討論に

ついて） 室長 是永匡紹 

➢ 質疑応答 

 

（４）拠点病院からの発表 20 分（質疑込み） 

【事例発表】（自治体との連携を含む） 

➢ 施設 1 

（５）都道府県からの発表 15 分（質疑込み） 

【事例発表】（拠点病院との連携を含む） 

➢ 施設 1 

 

（６）総合討論（全体を通しての質疑含む）40 分 

１．肝炎医療コーディネーターの活動促進に係る取り組みについて 

（肝炎医療コーディネーター養成後の活動状況、患者肝炎医療コーディネーターの導入、肝炎医

療コーディネーター間の連携の取り組み[院内肝炎医療コーディネーター交流会開催・スキルアッ

プ研修会内容の工夫、SNS 配信]等について自由に記載） 

２．肝炎医療の均てん化に対する取り組みについて 

（肝臓専門医の偏在や医療アクセス等の課題に対して、地域毎の肝炎医療の均てん化に向けた遠

隔診療や ICT 活用等の取り組みについて自由に記載） 

３．肝炎総合政策に係る指標（※）を踏まえた取り組みについて 

（毎年フィードバックがなされている肝炎総合政策に係る指標に対して、指標の改善若しくは向

上させるための取り組み、[肝炎ウイルス検診数増加の取り組み・初回精密/定期検査助成数増加、

肝炎医療コーディネーター配置見直し、等]について自由に記載） 

（※）指標等を活用した地域の実情に応じた肝炎対策均てん化の促進に資する研究  より 

 

３．閉 会 

例年同内容

肝炎室

指標

疫学

拠点

地方公共団体

◎ 活動事例・総合討論は他ブロックもweb視聴可能

ﾌﾞﾛｯｸ名 拠点病院発表施設 拠点病院発表者 地方公共団体発表施設 地方公共団体発表者

北海道・

東北
北海道大学病院

肝疾患相談センター長
大原 正嗣

 山形県健康福祉部健康福祉企画課
感染症対策担当　感染症対策主査

石澤 めぐみ

関東

信越

武蔵野赤十字病院
消化器内科　副部長
肝疾患相談センター

副センター長

玉城　信治
東京都保健医療局

担当部長
保健政策部疾病対策課長事務取扱

深井　園子

東海

北陸
名古屋大学医学部附属病院

消化器内科　准教授
本多 隆 三重県医療保健部

健康推進課
水谷　誓

近畿 消化器内科・第ニ消化器科
部長

近藤 雅彦
健康医療福祉部

健康危機管理課　感染症係
花房　小百合

中国

四国
香川県立中央病院

院長
髙口　浩一

福山市保健福祉局保健部
健康推進課

宮川　紗季

九州 熊本大学病院　肝疾患相談
センター　副センター長

瀬戸山　博子
大分県健康政策・感染症対策課

疾病対策班
羽田野　裕貴
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③b-2 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議のお願い
→参加募集・総合討論テーマは7/25配信予定～(8/29締）

令和７年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議議事 

会議時間：各会場３時間 30 分 

１．開 会 

 

２．議 事 

（１）厚生労働省肝炎対策推進室からの説明 30 分 

 肝炎対策の現状と今後について等 

 

（２）政策研究の進歩報告 15 分 

「指標等を活用した地域の実情に応じた肝炎対策均てん化の促進に資する研

究」の進捗報告 

肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

 

（３）肝炎情報センターからの発表 40 分 

➢ 肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

➢ 広島大学 大学院医歯薬保健学研究院 疫学・疾病制御学 教授 

     肝炎・免疫研究センター長補佐  田中 純子 

➢ 事務局からのお知らせ（来年度予定・アンケート・事例発表・総合討論に

ついて） 室長 是永匡紹 

➢ 質疑応答 

 

（４）拠点病院からの発表 20 分（質疑込み） 

【事例発表】（自治体との連携を含む） 

➢ 施設 1 

（５）都道府県からの発表 15 分（質疑込み） 

【事例発表】（拠点病院との連携を含む） 

➢ 施設 1 

 

（６）総合討論（全体を通しての質疑含む）40 分 

１．肝炎医療コーディネーターの活動促進に係る取り組みについて 

（肝炎医療コーディネーター養成後の活動状況、患者肝炎医療コーディネーターの導入、肝炎医

療コーディネーター間の連携の取り組み[院内肝炎医療コーディネーター交流会開催・スキルアッ

プ研修会内容の工夫、SNS 配信]等について自由に記載） 

２．肝炎医療の均てん化に対する取り組みについて 

（肝臓専門医の偏在や医療アクセス等の課題に対して、地域毎の肝炎医療の均てん化に向けた遠

隔診療や ICT 活用等の取り組みについて自由に記載） 

３．肝炎総合政策に係る指標（※）を踏まえた取り組みについて 

（毎年フィードバックがなされている肝炎総合政策に係る指標に対して、指標の改善若しくは向

上させるための取り組み、[肝炎ウイルス検診数増加の取り組み・初回精密/定期検査助成数増加、

肝炎医療コーディネーター配置見直し、等]について自由に記載） 

（※）指標等を活用した地域の実情に応じた肝炎対策均てん化の促進に資する研究  より 

 

３．閉 会 

例年同内容

肝炎室

指標

疫学

拠点

地方公共団体

１．肝炎医療コーディネーターの活動促進に係る取り組みについて

院内肝Co名簿有80%→肝Co養成後の活動状況・患肝Co養成状況・
肝Co間連携 [肝Co交流会開催・スキルアップ研修会の工夫、SNS配信]

2 ．肝炎医療の均てん化に対する取り組みについて

地域毎の肝炎医療の均てん化に向けた遠隔診療やICT活用等の取組

３．肝炎総合政策に係る指標を踏まえた取り組みについて

◎総合討論テーマ：特記事項がない施設も締切までに返信を

◎ 活動事例・総合討論は他ブロックもweb視聴可能

昨年度のアンケート調査：
視聴希望（時間があればを含）
８０％超
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→絶賛参加募集中(7/25 12時まで）先着順・１施設名・旅費支給
③c 拠点病院肝Coスキルアップ研修会 New!

～行動経済学を活用した効果的な患者支援～ 大阪大学人間科学研究科 平井 啓 先生

・2025年8月29日 13時～17時 AP新橋 30名前後 ５～６名/グループ X5

背景：2016年３月開催している肝疾患相談・支援センター向け研修会：①肝Co取得率20%→90%以上
②ファシリテーター希望者が増加しない ③各地域の研修会で、講義として少なく、知識の向上には必要なテーマ

目的：肝Ｃo長期継続している拠点病院内関係者向けに、更なるスキルアップを目指す

課題：患者さんと医療従事者のすれ違いがはなせおこる？ 肝炎患者さんへ注意しなければいけない会話は？
 脂肪性肝疾患患者さんへdiet、禁酒を促進させる聞き取り方法は

   行動変容を促す手法を知ろう: 
   ナッジ、フレーミング、モチベーションタルインタビュー（Motivational Interviewing: MI）

＊申込多数の場合は 1施設1名となる可能性があります
＊肝炎医療コーディネーターの資格を有するかたが対象の研修会です
＊職種は問いません（医師も参加、可能です）

申し込みサイト
↓Google forms
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④-a 拠点病院間連絡協議会・研修会の参加状況
現会場収容数は140名は可能です→全施設+事業担当者の会場参加

場所：国立国際医療研究C(新宿)→品川
時間：10時～16時(8h)→13時～16時(3h)
休憩：1h昼食有→５分→15分(ドリンクバー→

意見交換を考慮）

形式：会場→ハイブリッド(web：事務担当者・
名簿以外の相談支援センター関係者）

2018 2023

現会場
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出席対象
⇒事業担当者(医師or実務担当）・事務担当者（病院事務・相談センター事務担当）
拠点病院事業の代表（施設長代理)として登録→参加は病院業務⇒施設長に担当者を共有

お願い
⇒事業(医師）・事務担当者2名で会場参加が理想⇒２名まで交通費支給可能
⇒事業担当医師が参加できない場合を考慮し、実務担当医師を事業担当者として登録
⇒事務担当者：会議出席者管理・情報共有・異動時変更届・予算関係窓口・協議会参加

⇒施設長（院長・理事長）
代理です(所属部長推薦
許可ではありません）

④-b 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(基本)
施設長の推薦（代理）者が参加⇒事業・事務担当者の再構成＋病院内認知向上を

相談支援センターの共有会議は3月開催の
研修会→メディカルスタッフの会場参加

はこちらへ・・
・事業担当者は実質拠点病院代表者

・メディカルスタッフが事業担当者登録の場合
十分はサポート体制を
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④-c 拠点病院間連絡協議会・研修会の参加状況
コロナ前140名⇒ハイブリッド200名 会場率60%超えずも全施設会場参加

アンケート未返信者・未登録web視聴は減少
→欠席者のDVD視聴/再視聴用のオンデマンド
希望者↓

R1-1 R1-2 R2-1 R2-2 R3-1

現地参加人数 143 149 6

現地参加施設数 71 71

LIVE 44

オンデマンド 218 204 137

*7/15   12時現在

R3-1 R3-2 R4-1 R4-2 R５-1 R5-2 R6-1 R6-2 R7-1

現地参加人数 6 10 30 42 80 94 103 116 120

現地参加施設数 4 9 25 34 57 62 67 71 72

現地率 3.0% 6.0% 16.3% 22.2% 42.8% 49.2% 50.5% 58.6% 57.7%

総参加人数 197 167 184 189 187 191 204 198 208

〇事業担当者(医師)会場参加無：３施設
web:南和歌山/関西 web→欠席:近畿

⇒次回は会場参加を約束済
R5-1(24)→R5-2(18) →R6-1(16) →R6-2 (7) 

〇事務担当者参加無：1⇒2施設(新潟・砺波)
R5-1(19)→R5-2(23) →R6-1(7) →R6-2 (11) 

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login

拠点病院名簿（4名まで登録可能⇒組み合わせは自由）

・Webで申請可能（2024年8月～）
・固定URLと拠点病院毎にID/PW送付→変更時すぐに
・ログインすると担当者・情報Cにmail送信

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login


13

⑤a 事業/事務担当者へ改めてのお願い
a.相談支援システム管理(システム運営・管理係担当→情報Cと異なります)

システム責任者（多くは事業担当者）→ログインされないかたも→管理者（代理）設定
システム管理者と拠点病院事務担当者は異なります！！ユーザー変更等は責任者・管理者のみ

*個別で管理
→共有mail addressは登録禁
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⑤a 事業/事務担当者へ改めてのお願い
b.相談支援システム管理(システム運営・管理係担当→情報Cと異なります)

①ユーザー変更はシステム内から可能

システム内にマニュアル動画掲載

②運営管理係（問い合わせ先）は
情報Cではありません！

kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
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⑤a 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
C.相談支援システム表示回数・ユニークユーザー数に著変なし



16

⑤a 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
d.相談支援システム：相談件数入力 減少数低下も登録数は2曲化

相談件数が25件（月2件相談対応無）未満 施設数：

4月 5月 6月 7月 8月 9月 上半期

2022年度(最終) 1087 1136 1218 1237 1149 1121 6948

2023年度(最終) 998 1051 1106 1043 970 907 6075

2024年度(最終) 1104 930 904 1117 924 946 5925

1～2か月遅れで記載数 240 149 174 195 185 191 1134

3か月以上遅れ記載数 50 37 81 138 84 53 443

上記で今月記載数 2 5 4 3 3 3 20

2022年度比(同時期) 17 -206 -314 -120 -225 -175 -1023

2023年度比(同時期) 106 -121 -202 74 -46 39 -150

10月 11月 12月 1月 2月 3月 下半期

2022年度(最終) 1093 1109 1064 972 1061 1237 6536

2023年度(最終) 1044 1075 952 1003 1000 873 5947

2024年度(最終) 1034 956 948 930 933 998 5799

1～2か月遅れで記載数 155 219 154 205 202 247 1182

3か月以上遅れ記載数 75 69 45 39 10 238

上記で今月記載数 3 4 3 28 10 48

2022年度比(同時期) -59 -153 -116 -42 -128 -239 -737

2023年度比(同時期) -10 -119 -4 -73 -67 125 -148

2019年度：11  2020年度：14 2021年度：15 2022年度：21
2023年度：25 2024年度：26 2025年度：24

参考 25件未満 ２４施設（）内は今年度件数
6年連続：福島12 横医3 横市13 三重11 大津6 大阪8 南和歌山12 高知8
5年連続：山形19 自治3 宮崎4
４年連続：京府12
３年連続：秋田21 市秋0 信州6 聖マリ３ 新潟20 近畿３ 神戸２
2年連続：藤田2 大公10 兵庫15 今年度：獨協3 滋賀 9

2022⇒2023
1400件減

2023⇒2024
300件減
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⑤a 事業/事務担当者へ改めてのお願い
公開事例→AIにて相談事例を振り分け→均てん化を目指し回答集→システム内AI検索

八橋　宏
長崎県病院企業団

(国立病院機構長崎医療センター臨床研究センター)
企業長

内田　義人 埼玉医科大学病院 消化器内科・肝臓内科・助教

米田　正人 横浜市立大学附属病院 国際臨床肝疾患センター・センター長

興梠 　慧輔 千葉大学医学部附属病院 千葉県肝疾患相談センター・副センター長

會田　美恵子 東京医科大学茨城医療センター 	総合相談支援センター

間所　利枝 大阪医科薬科大学病院 広域医療連携センター患者総合相談室

橘田　彩 鳥取大学医学部附属病院 鳥取県肝疾患相談センター・看護師

橋本　まさみ 社会福祉法人 恩賜財団 福井県済生会病院 福井県肝疾患センター 内科 看護師

立木　佐知子 徳島大学病院 徳島県肝疾患相談室・看護師

＊相談事例回答集作成委員

傾聴と安心

代表的な感染経路＋日常生活で感染しない

医療機関紹介
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感染心配
頻回に相談をされる方→傾聴＋他の相談センターでも回答は同じ
基本的に感染する心配は「まず」ない→２～３か月後に医療機関

感染リスクをどこまで話す？

八橋先生より
法務省：「人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）」及び「令和６年度人権教育及
び人権啓発施策」（人権教育・啓発白書）が最近（6月6日に）、更新
https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00316.html → 前者45～46ページ

肝炎ウイルスは、主に血液や体液を介して感染するものであり、肝炎ウイルスの
感染を予防するためには、血液や体液が付いた器具を共用しないこと、血液や体
液が傷・粘膜に直接触れるのを防ぐこと等が重要であるが、これら以外の普段の
生活の中において、Ｂ型肝炎やＣ型肝炎に感染することはない。

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00316.html
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⑤a 事業/事務担当者へ改めてのお願い
相談支援システム：活動報告

R2年度 59施設
R3年度 44施設（1施設はHP/FBのみ）
R4年度 56施設 （2施設はFB共有のみ）
R5年度 68施設 
R6年度 71施設（1施設はHP/FBのみ）
→締切後に記載→今年度は全施設を
→現在42施設報告
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⑤b 事業/事務担当者へ改めてのお願い
情報C HP→投稿していただいたAgendaはHPに掲載・記録集

20
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⑤b 事業/事務担当者へ改めてのお願い
情報C HP→投稿していただいたAgendaはHPに掲載・記録集

21
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⑤b 事業/事務担当者へ改めてのお願い
情報C HP都道府県肝炎対策部署のHPを掲載＋
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肝炎情報センター戦略的強化事業費作成された資材は掲載

⑤b 事業/事務担当者へ改めてのお願い
情報C HP都道府県肝炎対策部署のHPを掲載＋
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⑤c 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センター戦略的強化事業費（アンケートでは80%以上が内容把握）

肝疾患診療連携拠点病院の運営予算

・都道府県と国が1:1で支払う（上限1000万/施設）

・情報C戦略的強化事業費を拠点病院へ委託*（2016～）
⇒今年度 約2.4億円

（2016年以降に始まったブロック会議・肝炎対策に係る意見交換会も本事業に一貫）

平成27年(2015)度6月実施：肝疾患診療連携拠点病院事業に関する行事業公開プロセス→ 業務仕分け

肝疾患診療体制の強化における肝炎情報センターの役割についても大きな見直しが必要→支援・強化
・肝炎情報センターによる拠点病院の支援体制の強化
・地域全体の肝疾患診療ネットワーク強化
・複数のKPI（成果指標）の設定を通じたPDCAサイクル

*拠点病院より要求
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⑤c 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センター戦略的強化事業費（アンケートでは80%以上が内容把握）

・戦略的強化事業費の内訳（拠点病院委託分）
○肝炎専門医療従事者の研修事業(41)
○一般医療従事者の研修事業(40)
○市民公開講座、肝臓病教室の開催(62)
○家族支援講座の開催(17)
○肝炎患者の就労に関する総合支援モデル事業の実施(13)
○肝がん事業促進事業（New)→本日の発表

（）はR５年度委託施設

〇旅費（開始時間午後、会議時間短縮で対応してきましたが）
情報センター主催会議参加としては使用不可⇒肝炎情報Cへ旅券を送付＋２か月後に振込

＋旅費にも源泉徴収用+始発・終電で戻れるなら宿泊不可

今年度から、参加者間で意見交換（全員が発言）することで 一般医療従事者の研修事業として使用可能へ
積極的な発言と意見交換時間で情報共有を

連絡協議会１回２名分X2 肝疾患相談・支援センター研修会１回1名分X1  計５名分 事前に予算請求

例 肝臓学会主催の市民公開講座開催数減少（隔年）→本事業費を利用して開催可能
 上記に関わるコミュケーションツール作成、講師への謝金も使用可能 注意：人件費使用は次年度予算が確保でない可能性有

成果物（Agenda,
ちらし、動画、参加
人数等）は共有
→HP等で情報発信

非公開
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